
第62回岐阜市文芸祭一般の部　入賞者名簿

賞 ジャンル 氏名 作品

短編 該当なし

児童文学 木呂子 豊彦 鮎観音

現代詩 河合 晋司 矛盾

歌詞 安達 美佳月 ことばの小箱

短歌 冨澤 茜里
夏の日の木陰で君が笑うたび

友達という文字が濃くなる

俳句 村瀬 利明 火の粉浴ぶ男盛りの鵜匠かな

川柳 吉田 紫紅 砂漠化の進む大地と人心と

連句 捌　各務 恵紅 表合せ「樟若葉」の巻

狂俳 服部 瀬奈 秋麗　錦繍映えて濃尾澄む

短編 山田 弘子 呪いやねえて

児童文学 西尾 嘉浩 小五女子の鉄人レースへの挑戦

現代詩 浦城 亮祐 幻

歌詞 森 和代 いつもそばに

短歌 岸野 明美
為政者の顔も知らないガザの子ら

ゆられて遠きロバの荷車

俳句 髙山 信子 病む夫に糖度十四のメロン買ふ

川柳 西村 芳和 笑顔添え殺傷兵器船出する

連句 捌　名和 よちゑ 表合せ「蘭鋳や」の巻

狂俳 服部 利水 びっくり　都市で清流守り抜く

短編 吉田 りぶ 旬

児童文学 安達 美佳月 まぬけの王さま

現代詩 江﨑 英樹 深夜列車

歌詞 鈴木 淡水 ウツウタ

短歌 松井 弘子
白黒のテレビの前に集まって

あの頃家族一つになった

俳句 髙田 隆司 二万尾の稚魚放たれて夏来る

川柳 土井 智成 AIに相談したらまた悩む

連句 捌　服部 華宵 表合せ「四葩」の巻（沓冠）

狂俳 三浦 一郎 感激　琴線鳴らす句に出合ふ

短編 大木 寛之 おとんに会いに行く

短編 浦城 亮祐 ＡＩ彼女

児童文学 山崎 こうせい バラ畑の赤い帽子

現代詩 根本 英治 通学路

現代詩 釛子 ふたみ ヘチマスター

歌詞 大野 ひろし 鵜匠の華

短歌 間宮 煌
夕焼けは熟れた果実の色をして

終わらぬ夏をなお惑わせる

短歌 加藤 寿志
万緑の動物園は人だかり

色さまざまの帽子が並ぶ

短歌 古賀 由美子
うたた寝に気づいて目覚めもう追えぬ

宙ぶらりんのままの夢たち

俳句 近藤 圭介 校歌聞く敗者の上のいわし雲

俳句 滝日 薫璃 片蔭にあるじいざなふ盲導犬

俳句 根本 英治 敗戦忌歯のない口で噛み締める

川柳 関根 一雄 世の中へ聞く耳持たぬヘッドフォン

川柳 廣瀬 由美子 ツーショット母娘AIでは双児

川柳 有留 怜勇 目があえばそれだけで今日特別日

連句 捌　衣斐 佐和子 表合せ「淋しき祭」の巻

狂俳 小栗 若声 秋麗　菊日和岐阜町盛る

狂俳 西村 奈穗美 びっくり　倅が農を継ぐと言う
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